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研究成果の概要（和文）：4年間の研究成果として、南アジア諸語イスラーム文献に関するデータベース（日本語・英
語）を一般に公開した。これは、出版の時空間検索機能を備え、総計約2万点に上るデータを活用できるものである。
このデータベースによって、印刷所・出版社の分布と出版言語などは、上記データベースにより個別事例を調べること
が可能になった。
これを元に、１．出版文化が生じることによってペルシア語・アラビア語などからウルドゥー語へと主役が移る際に主
として出版されたのは宗教書や物語文学であること、２．南アジア諸語イスラーム文献の流通は、東南アジアを中心と
しつつも、アラブ諸国や東アフリカなども含まれることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We have opened for public the database for Islamic literature in South Asian 
languages both in Japanese and English. This database has a "Time-Map Search" system and includes more 
than twenty thousand datum. With this database we came to enable to investigate the individual cases 
about the distribution of the printing houses and publishers and the languages used for the publication.
Based on this database, we have found out the following points. 1. Religious books and story literature 
were the main genre of publication of the period of transition from the Persian/Arabic-dominant situation 
to the Urdu-dominant one. 2. Islamic Literature published in South Asian Languages were distributed 
mainly to Southeast Asia, and to Arab and East African countries to some extent.

研究分野： イスラーム学
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  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

全世界のムスリム人口のほぼ三分の一にお

よぶ四億人以上のイスラーム教徒が居住す

る南アジアはもっとも多くのムスリムを有

する地域である。また地理的には東アジア・

東南アジア・中央アジア・中東・東アフリカ

と接し、それら地域の中心に位置し、人・モ

ノ・概念の流通においてそうした諸地域を繋

ぐ大きな拠点の一つとして機能してきた。他

方、ヒンドゥー教・仏教・イスラームなど多

くの宗教が混在・混淆するという点に他の地

域にない南アジアの特色を見出すことがで

きる。多文化多宗教的状況下にありながら、

ある意味でイスラーム世界の中心に位置す

るといういささか相矛盾する状況が南アジ

ア・イスラームに大きな影響を与えてきたこ

とは疑いを容れない。特に近代以降、こうし

た状況を背景として中東と違った意味で南

アジアがイスラーム的諸概念の発信地とな

ったことは忘れられがちであるが、宗教とし

てのイスラームの在り方、さらには現在のグ

ローバル化したイスラームを考察するうえ

で欠くべからざる対象の一つである。しかし

ながら研究対象として南アジア・イスラーム

がもつ大きな可能性に比して、国内外を問わ

ず十分に注目されていないと言わざるをえ

ない。 

 南アジア・イスラームが学問的対象として

確たる地位を獲得していない理由として「二

重の周縁化」がしばしば指摘される（山根聡

「南アジア・イスラーム研究の意義と眺望」

『イスラーム世界研究』第一巻一号）。一つ

は南アジア・イスラームが非アラブ圏に属し

ていることに起因する周縁化である。アラビ

ア語がイスラームの基本的言語である、イス

ラームの中心は中東にあるとの単純な理解

にもとづくならば、中東に位置せず日常言語

としてアラビア語を用いない南アジア・イス

ラームが研究対象として周縁化されるに十

分であろう。第二の周縁化は、南アジアの多

文化・多宗教状況のなかでつねに多数派であ

るヒンドゥー教／ヒンドゥー教徒と比較さ

れることによって生じる。南アジア・イスラ

ームの主要言語の一つであるウルドゥー語

の（書記言語としての）成立が比較的後代に

なるという事情にもより、サンスクリット語

仏教文献が古典学において確固たる研究対

象になっているのに対して、南アジアのイス

ラーム文献がそうした地位を得ていないこ

とも第二の周縁化を引き起こす要因と考え

られる。この二重の周縁化をいかに克服する

のか。これが南アジア・イスラーム研究の最

大の課題である。  

 13 世紀以降のデリー・スルタン朝、16 世

紀から 19 世紀半ばまでのムガール朝にみら

れるように南アジアにおけるイスラームは

前近代においても重要な要素であるが、前述

のように南アジア・イスラームの個性が際立

ってきたのはムガール朝末期から英領イン

ド期を経て、独立運動期、独立後ヒラーファ

ト運動期へと続く近代初期以降である。近代

以降の南アジア・イスラームの展開を支えた

のが出版活動、出版文化であることは一部の

学者が主張しはじめたばかりであり、学界に

浸 透 し て い な い の が 現 状 で あ る （ cf. 

Moinuddin Aqeel, “Commencement of Printing 

in the Muslim World: A View of Impact on 

Ulama at Early Phase of Islamic Moderate 

Trends’’ in So YAMANE (ed.), Towards 

Multilateral Elucidation of Islamic Trends in 

South Asia: History, Thought, Literature, and 

Politics, 2010.）。本研究では、近現代南アジ

ア・イスラームを正しく評価するため、つま

り前述の二重の周縁化を克服するための基

盤として南アジア・イスラームをめぐる出版

文化を調査し、データを蓄積することが不可

欠であると判断する。 

 

２．研究の目的 

本研究が対象とする南アジア諸語イスラー



ム文献（出版物）には南アジア・イスラーム、

ひいては南アジア独特の事情が反映する。イ

スラーム世界では写本の伝統が強かったた

め、自発的に出版を本格的に導入するのは、

ヨーロッパや中国などと比べてかなり遅く、

19 世紀末から 20 世紀初めにかけてである。

南アジアでも事情は似ているが、出版の導入

はエジプト、トルコ、イランなどより若干早

く、19 世紀初めにさかのぼる。書記言語とし

てのウルドゥー語が前面に出てくるのはこ

うした出版文化を背景としている。そしてそ

の事情により図らずも南アジアはイスラー

ム世界の先進地域となるのである。それ以前

に南アジアで書記言語として使用されたの

は主にペルシア語、少し頻度を落としてアラ

ビア語であり、デリー・スルタン朝、ムガー

ル朝の支配層がテュルク系民族であったこ

とからテュルク系チャガタイ語が若干使用

された。 

 まず本研究は、(1)出版文化が生じることに

よってペルシア語・アラビア語などからウル

ドゥー語へと主役が移る際にいかなる文献

がウルドゥー語をはじめとする南アジア諸

語に翻訳され、出版されたのかを具体的に明

らかにする。東長靖・中西竜也編『イブン・

アラビー学派文献目録』（2010 年）ではイス

ラーム神秘主義の分野に限りこの課題を扱

っているが、それをイスラーム諸学全般に応

用したい。これにより、アラビア語やペルシ

ア語（そしてチャガタイ語）文献の何が取捨

選択されて南アジア・イスラームの伝統とし

て受け継がれたかの一端が明らかになろう。 

 本研究が次に明らかにするのは、印パ独立

以前にさかのぼり、(2)どの出版社でいかなる

南アジア・イスラーム文献が南アジア諸語の

うちのどの言語を使って出版されてきたの

か、そしてそうした印刷所はだれが担ってい

たのか、そうした出版物は何を対象としてい

るのかということである。これに関してはム

ガール朝期、英領インド期、独立運動期、独

立後、印パ分離後と五期に分けて分類し、印

刷所の地理的状況も加えて、データベース化

する予定である。これにより実際にいかなる

イスラーム文献が流布したのか、そして印刷

文化の担い手を把握することができよう。出

版文化に関しては、ムスリムの経営する出版

社からイスラーム文献が出版されるとは限

らず、またムスリムが必ずムスリムの言語と

見なされるウルドゥー語やベンガル語で文

献を出版するとも限らないといった例があ

ることに留意しなければならない。ヒンディ

ー語で書かれ出版されたイスラーム文献が

少なからず存在するからである。なお、英国

植民地支配の結果、南アジアにおける出版文

化においては英語文献も大きな地位を占め

るため、南アジア諸語には英語も含む。 

 三番目に、(3)19 世紀初めから出版されてき

た南アジア諸語イスラーム文献がどこに流

通したのかを明らかにする。既述のように南

アジアは地理的には東アジア・東南アジア・

中央アジア・中東・東アフリカと接し、それ

ら地域の要衝となる。これらの諸地域へどの

ようなかたちで何が伝播したのかを調査す

ることは南アジア諸語イスラーム文献、さら

には南アジア・イスラームの影響圏を考察す

る際の大きな礎となろう。 

 

３．研究の方法 

南アジア諸語イスラーム出版文献を対象と

し、その生成・流通を考察することで、社会

が変容するダイナミズムの相のもとに宗教

を捉える礎を築くことを目指す本研究は、文

献学、思想研究、文学研究、社会学、人類学

などの従来の枠組みを越え、横断的総合的に

行う。研究方法上の本研究の特徴は、前半に

予備研究を行い、その成果をデータベース構

築にフィードバックすることにある。認知度

の低い分野には何よりも研究者に有用な基

盤の形成が重要だと考えるからである。こう

した資料的基盤に沿って、本研究参加者は



個々の視点から対象を見直し後半の研究を

遂行する。 

 前近代から近現代へ移り変わる際の、特に

近現代の大きな特徴である国民国家をめぐ

る問題に起因する大きな社会変容は現代南

アジア研究の大きなトピックの一つである。

そこではさまざまなアクターが想定されて

おり、宗教も重要なアクターに数えられる。

しかし何をもって宗教とするのか、宗教的影

響の及ぶ範囲をどのように画定できるのか

など不分明な点が多く、充分に議論が尽くさ

れているとは言えない。それどころか議論が

拠るべき基盤さえも見当たらない状況であ

る。本研究はこうした状況を踏まえ、宗教お

よびそれと社会との関係を可視化するため

の一つの手段として文献（印刷物）を選び、

それに注視した研究および基盤形成を行う。 

 

４．研究成果 

本プロジェクトでは、2012 年度に京都大

学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科

が全学経費（大型コレクションの整備）を

受けて購入した「モイーヌッディーン・ア

キール博士所蔵ウルドゥー語文献コレクシ

ョン」（以下アキール・コレクション）を用

いて研究を続けてきた。4 年間の研究成果と

して、南アジア諸語イスラーム文献データベ

ース（日本語・英語）を一般に公開している。 

 この研究では、以下のような 3 つの問い

を立てた。 

(1)出版文化が生じることによってペルシ

ア語・アラビア語などからウルドゥー語へ

と主役が移る際に、いかなる文献がウルド

ゥー語をはじめとする南アジア諸語に翻訳

され、出版されたのか。これは、アラビア

語やペルシア語（そしてチャガタイ・トル

コ語）文献の何が取捨選択されて南アジ

ア・イスラームの伝統として受け継がれた

か、という問いにつながる。 

(2)どの出版社でいかなる南アジア・イスラ

ーム文献が、南アジア諸語のうちのどの言

語を使って出版されてきたのか、そしてそ

うした印刷所はだれが担っていたのか、そ

うした出版物は何を対象としているのか。 

(3)19 世紀初めから出版されてきた南アジ

ア諸語イスラーム文献は、どこに流通した

のか 

このうち(2)については、本データベース

に時空間検索の機能を備えることにより、

個別の事例を調べることが可能となった。 

(1)については、宗教書や物語文学が代表

的なものだということが明らかになった。

アキール・コレクションに所蔵されている

ウ ル ド ゥ ー 文 学 史 (Jamīl Jālibī, 

1984,Tārīkh-e Adab-e Urdū, Lahore: 

Majlis-e Taraqqī-e Adab 等)の一連の研究

書によって、南アジアでは 15～16 世紀ご

ろから、アラビア語やペルシア語の宗教書

が risāla の体裁で翻訳されていたことがわ

かる。また、物語文学に関しては、元来サ

ンスクリット語で書かれた Śukasaptatiḥ 

(『鸚鵡七十話 インド風流譚』田中於菟弥

訳、平凡社東洋文庫、1963)が、14 世紀初

めにペルシア語に翻訳されてTūtī Nāmehと

なるが、前述のとおり、19 世紀初めにイギ

リス人が簡明な北インドの口語体(ヒンド

ゥスターニー語=ウルドゥー語)の教科書を

編纂するうえで、これをハイダルバフシ

ュ・ハイダリー(Ḥaidar-Bakhsh Ḥaidarī)

という文人を使って Totāaa Kahānī(『鸚

鵡物語』)として刊行させたことなどが知ら

れている。 

アキール・コレクションには、こうした

アラビア語やペルシア語からウルドゥー語

への翻訳の過程に関する文献、研究書が豊

富に所蔵されているほか、南アジアで執筆

されたトルコ語文献、ペルシア語文献（ス

ーフィー伝記、詩集等）も所蔵されている。 

また、ムガル朝期には、上に述べたペル

シア語・アラビア語・トルコ語だけでなく、



サンスクリット語からの翻訳もさかんに行

われていた。 

現代の南アジアが、南アジア固有の諸言

語や英語による多言語空間である、という

事実は周知のことであるが、実は 1 世紀近

くさかのぼると、アラビア語、ペルシア語、

トルコ語といった西アジアの諸言語もこの

多言語空間に含まれつつ、それらの翻訳活

動が行われていたことが、本文庫所蔵の文

献を検証することによって明らかとなった。 

 (3)については、東南アジアが最も多く

流通した地域であるが、ほかにもアラブ諸

国や東アフリカなどが含まれることが判明

した。アキール・コレクションにある 19

世紀半ば以降のイスラーム復興に関する研

究書によって、デーオバンド学院への東南

アジアからの留学生が、ウルドゥー語で学

んだ知識を祖国に持ち帰り、復興運動を展

開した経緯が明らかとなるうえに、マウド

ゥーディーの書簡集等によって、彼の著作

がアラビア語に翻訳されたことも実証的に

示すことができる。 

これらを、抽象的な理論でなく、データベ

ースによって具体的に示したところに本研

究の特徴があり、今後の南アジア・イスラー

ム研究に資するところ大きいと考える。 
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